
北 地 区研 修 会
日時 :平成18年 8月 23日 (水)18:00～ 19:00

会場 :大宮法科大学院大学ビル2F「佐藤栄太郎記念講堂」
内容 :「認知症患者への対応ポイント」

講師 自治医科大学付属大宮医療センター

神経内科 教授 植木 彰 氏

「ケアマネサロン暑気払い」 (会費制)

同ビルlF「 レス トランスクエア」

日時 :平成18年 10月 7日 (土)14:00～ 16:00

会場 :埼玉会館2F(100名 限定)

内容 :未定
講師 大阪市立大学大学院教授 白澤 政和 氏

南 地 区研 修 会
日時:平成18年 9月 2日 (土)13:30～ 16:45

会場 :プ ラザイース ト 多目的ルーム

内容 :「ケアマネジャーよ、どこへ行 くのか ?」

講師 浦和大学学長 黒澤 貞夫 氏

「福祉用具・住宅改修について学習会」

講師 松下電エエイジフリーショップス(株 )

作業療法士 船谷 敏彦 氏

全 体研 修 会
日時 :平成18年 9月 30日 (土)14:00～ (受 付 13:30)

会場 :岩槻駅東ロコミニュティセンター 多目的ホールA
内容 :ケ アマネジャーの基礎知識

「障害者自立支援法について」 (仮 )

講師 日本社会事業大学社会福祉学部福祉計画学科

助教授 平野 方紹 氏

いきいき見沼会
日時 :平成18年 8月 19日 (土)14:00～
会場 :高齢者総合福祉施設 敬寿苑内 くらし安心館

桜。中央区合同ケアマネサロン
日時 :平成18年 8月 19日 (土)14:00～
会場 :ポ ピンズデイサービスセンター

研 修 案
平成18年度さいたま市介護支援専門員協会研修日程



報 て  に と く市 き福  常
告 も そ お な 承 長 ま祉 今 総 五
さ 組 し き る 諾 か し局 年 会 月
せ 織 て ま

｀
さ ら た 長 も が 二

て 体 十 じ ハ れ ご °
磯 会 無 十

い 市」八 て ピる 挨 ま部 員 事 八
た の 年 も ネ と拶 た 光 出 開 日
だ 編 度 承 ス と も
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サレー

な あ °
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ま
｀
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成
十
八

い
た
ま

出
席
を

よ
り
さ

い
て
も

よ
り
再

各
役
員

〓
含
長
一挨
拶
・●
●

ハ
ピ
ネ
ス
ケ
ア

（株
）

清
水
政
和

去

る
平
成
十
八
年

五

月

二
十
八
日
、
さ

い
た

ま
市
介
護
支
援
専
門
員

協
会
通
常
総
会
に

て
、

当
協
会
会
長
の
承
認
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き

就
任
す
る
こ
と

に
な
り

ま
し
た

。
新
た
な
組
織

体
制

の
も
と

、
役
員

の

方
と
共
に
、
平
成
十
八

年
度
を
勤
め
さ
せ

て
い

た
だ
き
た

い
と

思
い
ま

す
。
　

さ

て
、
当
協
会

は
、
平
成
十
七
年
度
に

会
員
数
が

四
百
名
を
超

え

る
状
況
と
な
り
、
組

織
体
制
も
新
た
に

二
地

区
体
制
と
さ
せ

て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
八
年

四
月
に

は
介
護
保
険
制
度
改

正

も
あ
り
、
今
後
も
会
員

の
方

へ
最
新

の
情
報
を

伝
え

、
会
員
相

互
の
情

報

の
共
有
や
連
携
が

、

更
に

で
き
る
よ
う
に

『

ケ
ア

マ
ネ
サ

ロ
ン
』
と

一題
し
ま
し
て
北

。
南
地

一区
に
お

い
て
地
域
に
合

一
つ
た
情
報
交
換
会
を
実

一施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

一た

、
全
体

研
修
に
お
き

一鰊
職ほれ馴鰊
比喘諸っ

団
体
様
と
の
連
携
や
協

一賛
研
修
も
確
実
に
進
め

一て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
施

設

介
護
支
援
専
門
員
の

研
修
を
行
う
こ
と
も
可

一能
と
な
り
ま
し
た
。

一　
今
後
と
も
引
き
続
き

一ご
支
援
ご
協
力
を
宜
じ

・く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
●
ヨ
念
儒
・演
―
一

服
部
　
万
里
子
氏

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ヤ
ー
は
現

在
法
改
正
の
変
化
に
ふ
り

ま
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
じ
わ
じ

わ
改
正
で
昨
年
の
十
月
か

ら
の
改
正
、
四
月
の
改
正

も
ま
た
、
今
後
も
変
わ

っ

て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
大
き
な

第

一
波
で
す
。
既
に
利
用

者
負
担
が
三
割
負
担
や
四

十
歳
以
上
の
保
険
料
の
支

払
年
齢
の
引
き
下
げ
が
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
認
定
者
の
四
割

が
予
防
給
付
に
移
行
し
、

申
請
代
行
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
み
で
、
認

定
者
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

一

一介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は

通
所
が
中
心
に
な
り
、
『

改
善
効
果
を
上
げ
る
』
と

通
所
の
事
業
所
評
価
も
ま

た
改
善
効
果
で
判
断
さ
れ

で
し
ま
い
ま
す
。

一そ
う
し
た
成
果
主
義
を

福
祉
に
導
入
す
る
に
は
い

か
が
な
も
の
か
。
改
善
の

可
能
性
の
少
な
い
利
用
者

ゴ
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
懸
念
さ
れ
ま

す
。
予
防
訪
問
介
護
は
、

Ａ
ル
バ
ー
が
利
用
者
の
力

賤倒贅げ醜ぬ岬“訂麒

さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て

軽
度
者
の
福
祉
用
具
の
利

鳳
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
立

ち
上
が
り
は
自
立
の
基
本

で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え

方
と
も
異
な
り
ま
す
。
困

難
な
場
合
は
保
険
者
に
み

」Ⅷ秘轟“いは「キ鱈

ら
出
さ
れ
て
い
た

『老
人

保
健
事
業
』
等
も
今
で
は

介
護
保
険
料
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
の
給
付
に

資
金
を
使

っ
て
も
ら
い
た

い
。
包
括
の
保
健
師
の
予

防
プ
ラ
ン
の
上
限
の
設
定

が
必
要
で
す
。

今
後
ケ
ア
マ
ネ
は
重
度

者
中
心
に
な
り
、
入
院

・

入
所
の
抑
制
で
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
す
る

様
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

整

っ
て
い
ま
せ
ん
。
九
種

の
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
業
者

は
、
今
年
度
か
ら
年
に

一

度
の
情
報
公
開
義
務
を
負

い
ま
す
。

し
か
し
、
状
況
が
ど
う

変
わ
ろ
う
と
も
、
介
護
が

必
要
に
な

っ
て
も
人
間
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
そ
の
人
が
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
。
そ
の

ケ
ア
マ
ネ
の
根
本
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
、

要
維
＝

い
・  ・  ・  ・  ・  ・  く

謀 寄 国 舌 警 小 裏
め

度 席 是 鼓 鐘 豆
景
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中
央

区
に

四
月
に
開

所
さ
れ
た

「
緑
水
苑
与

野
」
を
会
場
に
、
施
設

見
学
会
を
兼
ね
た
合

同

サ

ロ
ン
を
開
催

し
ま
し

た
。参

加
人
数
は
十

二
人

と
少
数

で
し
た
が

、
地

域
に
根
差
し
た
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク
作
り
を

再
確
認

し
た
会

で
し
た

。
平
成
十
八
年
七
月
八
日

（
土
）

『
緑
水
苑
』

の
見
学

で

は
、
設
備
等

の
見
学

の

ほ
か
、
短
期
入
所

の
受

入
態
勢
等

の
具
体
的
質

問
に
、
酒
井
ケ
ア

マ
ネ

ジ

ャ
ト
よ
り
案
内
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。

′・

初
め

て
の
開
催

で
し

た
が

、

「
仕
事
に
役
立

つ
」
を

モ

ツ
ト
ー
に
、

次
回
の
開
催
内
容

に

つ

い
て
幹
事
か
ら

の
提
案

が
あ
り
有
意
義
な
会
に

な
り
ま
し
た

。

平
成
十
八
年
七
月

一
日

（
土
）

今
回
の
新
人

研
修
は

大
宮
ソ

ニ
ツ
ク
シ
テ
ィ

に

て

『
選
ば
れ
る
ヶ
ア

マ
ネ
に
な
る
た
め
に
』

と

題
し
て
、
講
師
に
埼

玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー

医
局
秘
書

の
尾
崎
美
奈

氏
を
迎
え

、
こ
れ
ま

で

と
は
趣
向
を
変
え

、
ケ

ア

マ
ネ
と

し
て
人
と
接

す
る
こ
と
を
中
心
と
す

る
職
業

で
は
、
最
も
基

本
的

で
重
要
と

な
る

マ

ナ
ー

・
エ
チ
ケ

ツ
ト

対
話
術
に
関
し
て
講
義

対
話
形
式

の
研
修
を

埼

玉
社
会
保
険
病
院

会
議
室
に
お

い
て
第

一

回
目

の
ケ
ア

マ
ネ
サ

ロ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

内
容
と

し
て
は
前
半

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に

つ

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
大
宮

に

て
北
地
区
の
ケ
ア

マ

ネ
サ

ロ
ン
を
開
催

し
ま

し
た
。
約

二
十
名
が
参

加

し
、
会
場
提
供
者
よ

り
施
設
見
学

・
概
要
説

明
と
有
限
会
社

テ
ラ
ダ

財
産
企

画
の
寺

田
秀
隆

氏
よ
り
、

「
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
チ

エ
ツ
ク
ポ

イ
ン
ト
」
に

つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
サ

ロ
ン
会
を
通
し

て

「
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

の
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク
化
」

を
図
る
こ
と

で
地
域
に

密
着

し
た

現
場
レ
ベ
ル

平
成
十
八
年
六
月
十
四
日

（土
）

で
の
情
報

・
意
見
交
換

の
場
作
り
に

つ
な
が

る

と
期
待
し

て
い
ま
す
。

行

い
ま
し
た

。

講
師

の
言
わ
れ
た
言

葉

「

『
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
す
』
を
た
く
さ

ん
言
え
る
人
に
な

っ
て

欲

し
い
」
が
非
常
に
印

象
的
な
研
修

で
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月
二
十
九
日

（本
）

い
て
。
後
半
は
グ

ル
ー

プ

に
分
か
れ

フ
リ
ー
ト

ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
が
初
対

面
と

い
う
方
も
大
勢
お
り
、

最
初
は
遠
慮
が
ち
に
発

言
さ
れ

て
い
ま
し
た
が

徐
々
に
会
話
も
弾

み
日

頃

の
悩

み
や
疑
問
な
ど

を
話
し
合

い
大

い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
七
月
十
五
日

（土
）

今

回
、
グ

ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
勉

強
会

・
講
演

の
三
本
柱

で
研
修
会
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

勉
強
会
は

「
認
知
症

介
護

の
歩
み
を
学
ぶ

」

講
演
は
寺
岡
氏
を
お
招

き
し
て

「
私

の
理
念
作

り
」
と
題
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

【参
加
者
の
感
想
】

「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
は
こ

う
あ
る
べ
き
―
」
と
い
う

も
の
が
学
べ
る
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。

実
際
は
役
割
範
囲
は
施

設
に
よ

っ
て
様
々
で
皆
さ

ん
が
不
安
と
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
お
仕
事
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
正
解
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

研
修
の
中
身
は
濃
く
、

私
自
身
が
理
念
を
作
る
こ

と
が
出
来
た
事
に
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

寺
岡
先
生
の
言
葉

一
つ

一
つ
が
心
に
響
き
ま
し
た

今
ま
で
の
仕
事
に
自
信

が

つ
き
ま
た
、
反
省
も
出

来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

「
自
分
自
身
が
使
う
言
葉

の
意
味
を
知
り
、
責
任
を

持
つ
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
な
く
て

一

番
迷
惑
を
受
け
る
の
が
利

用
者
」
な
ど
で
す
。

現
実
は
厳
し
い
で
す
が

、
今
後
の
励
み
に
も
な
り

ま
し
た
。

研
修
後
の
足
ど
り
は
弾

ん
で
ま
し
た
。



ご
近
所
じ
ん
も
家
族

Ｐ

梅
雨
の
雨
に
潤
わ
さ
れ
、
し

と
や
か
に
侍
む
紫
陽
花
も
、
夏

日
の
ギ
ラ
ギ

ラ
し
た
お
天
道
さ

ま
の
下
で
は
な
ん
だ
か
と

つ
て

も
恥
ず
か
し
そ
う

…

そ
ん
な
あ
る
日
の
事
、
乳
飲

み
子
連
れ
て
カ
ミ
さ
ん
の
実
家

に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
。
実
家

は
皆
さ
ま
の
心
の
風
景
に
あ
る

田
舎
を
想
像
し
て
い
た
だ

い
た

ょ
う
な
と

こ
ろ

（笑
）
。
違
う

と

い
え
ば
、
庭
に
は
な
ぜ
か
ミ

ツ
バ
チ
の
巣
箱
が
た
く
さ
ん
置

い
て
あ

っ
て
、
ハ
エ
よ
リ
ハ
チ

の
方
が
多

い
部
分
ｌ

（お
か
げ

で
、
蜂
蜜
を
い
た
だ
け
る
ん
で

助
か

っ
て
い
ま
す
。
）

松

本

幸

司

子
供
を
乗
せ
て
長
い
運
砺
に

疲
れ
、
ち

ょ
い
と
昼
寝
を
じ
よ

う
と
ウ
ト
ウ
ト
し
始
め
た
時
、

「
い
る
か
―
い
？
」
と
バ

ツ
チ

ャ
ン
の
声
が
聞
こ
え
た
ｏ
目
を

開
け
た
ら
声
の
主
は
す
で
に
居

間
に
い
て
、
慣
れ
た
手

つ
き
で

茶
を
入
れ
て
い
る
―
親
戚
か
と

思

っ
て
対
応
し
て
い
た
ら
）

近

所
の
人
と
判
明
―
し
か
も

一
日

に
何
度
も
同
じ
話
を
し
に
や

っ

て
来
る
。

（も
は
や
デ
イ
で
す

ね
。
）
玄
関
も
開
け

っ
放
し
。

近
所
の
居
間
は
、
私
の
居
間
。

不
法
侵
入

っ
て
ド

コ
の
国
の
言

葉
？
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
さ
に
こ
れ
が
地
域

コ
ミ

ユ
二

さ
tハ

た
ま
や
す
ら
ぎ
の
里

テ
ィ
ー
ー
ー
違
う
か

…
。
（笑
）

い

っ
た
い

一
日
に
ど
れ
だ
け

来
客
あ
る
ん
だ
ろ
？
さ
い
た
ま

に
戻
れ
ば
昼
間
に
来
る
の
は
何

か
の
勧
誘
と
宅
急
便
く
ら
い
。

『窓
は
開
け
る
か
ど
こ
ろ
か
、

防
犯
の
た
め
雨
戸
閉
め
。
勝
手

に
人
ん
ち
に
あ
が
れ
ば
警
察
騒

ぎ
』

（笑
）

た
し
か
に
、
静
か
に
暮
ら
せ

る
さ
。
誰
に
も
干
渉
さ
れ
な
い

し

…

・
で
も

―

・
「
バ

ツ
チ
ャ
ー

ン
ー
い

っ
た
い
、
ど

っ
ち
が
い

い
ん
だ
か
教
え
て
く
だ
さ
―
い

Ｉ
Ｌ表

紙
写
真
紹
介

今
年
度
は
人
形
作
家
の
大
島

は
る
美
さ
ん
の
作
品
が
表
紙
を

担
当
い
た
し
ま
す
。

温
も
り
の
あ
る
ど
こ
か
懐
か

し
い
祭
り
の
風
景
を
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

個
展
な
ど
も
多
数
開
か
れ
て

お
り
ま
す
。

写
真
は
引
き
続
き
丹
野
啓
子

さ
ん
で
す
。

丹野 啓子さん

事務局より

1.平成 18年度会費納入について

当協会の運営は会員様の会費によって運営されております。
未納の方は大至急下記口座にお振り込みください。

郵便鼻昌座__,日座番号 記号 10320-番号 76・5996111 1
加入者名 さいたま市介護支援専門員協会  |

※事業所名で振り込んだ場合、同事務所に複数の会員がいる場合特定できませんので会員名で
振り洛んでください。事業所名で振り込んでしまった場合は、振込目・事業所名・会員名を事
務局までご連絡ください。

2:会員の住所。事業所等登録事項に変更があった場合や入会希望の場合は■
事務局までご連絡ください。                  ■|
※会費を納入していても入会届を出しておらず通知を出すことが出来ない方がいます。
そういった方をご存じでしたら事務局にご連絡ください。

さいたま市介護支援専門員協会 事務局 野崎 。西間木        |
●  (財 )さ いたま市在宅ケアサニビス公社内              ■ ||

‐   電話番号 048… 645¨ 7470    FAX 048‐ 645¨ 7500     1

ホームベージ

http:〃wwwesaitamashi‐ keamaneejp


